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　大垣は、古く江戸時代には、

中山道や美濃路の旧街道が通る

ことから、東西文化・経済の交

流点として栄えてきました。

大垣の工業化を図る原動力となった「揖
斐川電力株式会社設立総会」（大正元年）

　明治時代には、大垣を工業都市として発展させようと製糸工

場や米穀取引所など、さまざまな事業が展開されました。しか

し、資本力と経験不足などから思うような成果が得られず、外

部の大資本を誘致する方向に転換されました。

　明治３６年には木曽三川分流改修工事の完成により、水害の心

配がなくなると、再び当時の大垣商工会議所が中心となって工

場誘致を実施。インフラの電気、電話、ガス、道路などが整備

されました。
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繊維工場内の様子（昭和４２年）

明治１７年 大垣駅開明治１７年　大垣駅開業業

大正８年 養老鉄道全線開大正８年　養老鉄道全線開通通

美濃赤坂線開　　　　　美濃赤坂線開通通

昭和３１年 樽見鉄道開昭和３１年　樽見鉄道開通通

昭和３９昭和３９年年 名神高速道路大　名神高速道路大垣垣

　　　　　ＩＣＩＣ完成完成

平成２４年 東海環状自動車平成２４年　東海環状自動車道道

大垣　　　　　大垣西西ＩＣＩＣ完成完成

交通網の整交通網の整備備

明治４５年　「大垣瓦斯会社」設

　　　　　立供給

明治42年　岐阜電気会社（現

　　　　　在の中部電力㈱）

　　　　　による送電開始

大正 5年　 揖斐川電力（現在

　　　　　のイビデン㈱）に

　　　　　よる送電開始

明治４１年　 電話開通

明治４３年　「大垣－名古屋間」

　　　　　の直通電話開通

電電気気

電電話話

ガガスス

主なインフラ整主なインフラ整備備

特集 ふるさと
　大垣再発見

明治～大明治～大正正

　市は、県内有数の産業都市として、私たちの暮らしをより豊かに

しようと発展を続けています。今回の特集では、市で産業が発展し

た経緯や、現在の状況、今後の展望などについて紹介します。

　ふるさとの誇りである“産業”について理解を深めてみませんか。

　詳しくは、産業振興室（緯４７－８６０９）へ。

工業基盤の確工業基盤の確立立

主要業種の移り変わ主要業種の移り変わりり

　昭和期は、繊維業が工業全体の約

６割を占め、大垣を象徴する主要産

業でした。しかし、生産拠点の海外

転換などによる企業の撤退などの影

響などで減少し、現在では電子機械

器具製造業、輸送用機械器具製造業

が発達してきました。

　特に電子部品・デバイスは、１９９０

年代後半、急激にシェアを伸ばし、

現在は全体の出荷額の約3割を占め

ています。

　大垣は、先人の努力により多種多様な業種

が集積した、岐阜県有数の工業都市として発展してきました。

昭昭和和～平～平成成

　３位
「窯業・
　土石」

　４位
「電気
　機械」

３２．７％

９．９％ ９．２％ ７．８％ ７．６％

　１位
「電子
　部品」

　２位
「輸送用
　機械」

　５位
「プラス 
 チック」

平成２４年

１位
「繊維」

２位
「化学」

　３位
「一般
　機械」

　４位
「輸送用
　機械」

　５位
「食料品」

５７．８％

１７．２％ ７．４％ ３．８％ ３．６％

経済産業省「工業統計調査」

製造品出荷額の上位５業種の変遷

昭和３５年
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ソフトピアジャパンエリア周辺（平成２４年）

現現在


